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聖
徳
太
子
奉
讃
評
著

　
聖
徳
太
子
承
暦
は
從
來
其
の
撰
者
ミ
撲
述
年
代
霊
が
不
明
で
あ

り
且
つ
後
世
の
注
記
汐
入
が
少
か
ら
ず
加
は
っ
て
み
る
ミ
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
藤
原
猫
霧
氏
は
偶
東
京
帝
強
大
學
購
入
の

書
籍
中
に
其
の
原
文
を
知
る
に
足
る
べ
き
書
入
を
有
す
る
古
爲
本

を
獲
見
し
夫
に
依
っ
て
本
書
の
復
選
を
企
て
嚢
に
『
佛
敏
研
究
』
に

其
の
結
果
を
獲
表
さ
れ
た
が
其
後
關
東
地
方
大
震
火
災
に
其
古
爲

本
が
灰
儘
に
肺
し
た
が
爲
め
其
の
復
原
本
を
印
行
し
て
之
を
世
に

示
さ
ん
暑
し
て
藪
に
聖
徳
太
子
奉
讃
會
の
査
閲
を
縫
て
上
梓
さ
る

」
に
至
っ
た
も
の
が
本
書
て
あ
る
。
初
め
に
復
原
さ
れ
た
傳
暦
の

本
文
を
載
せ
次
に
其
の
考
謹
が
認
さ
れ
て
る
る
。
考
謹
は
、
現
流

本
に
引
用
せ
ら
れ
た
る
古
書
並
に
傅
暦
に
引
等
し
た
る
史
籍
の
成

立
年
代
を
考
へ
て
傳
暦
の
其
れ
に
及
ぶ
、
大
正
の
震
火
災
に
失
は

れ
た
る
太
子
傳
傍
注
の
史
的
戸
倉
，
菅
原
爲
長
手
篇
寛
元
本
の
復

原
ε
現
流
本
ε
の
謝
照
、
菅
家
正
本
ε
観
点
本
並
に
其
過
渡
期
に

あ
る
古
諺
四
本
の
本
文
批
評
、
菅
家
正
本
の
三
期
ミ
傳
暦
の
編
者

及
其
成
立
年
時
、
の
五
項
に
分
ち
て
之
を
論
じ
、
今
後
有
力
な
る
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積
極
的
謹
左
の
暴
ら
ぬ
隈
り
菅
家
本
を
以
て
正
本
ミ
信
じ
其
の
識

語
に
現
は
れ
た
る
藤
原
兼
輔
を
以
て
徳
暦
の
撰
．
者
ミ
し
、
其
の
撰
、

述
年
時
を
延
喜
十
七
年
九
月
ざ
定
め
る
ミ
読
か
れ
て
る
る
。
憾
暦

は
史
的
償
値
に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
け
れ
さ
も
之
を
復
原
し
且
つ

撰
者
及
び
撰
臨
に
つ
き
論
究
さ
れ
て
る
る
の
は
學
界
に
寄
與
す
る

ミ
こ
ろ
が
鮮
少
で
・
な
い
。
　
（
菊
版
一
六
五
百
ハ
，
活
躍
偲
太
エ
」
塞
・
嚇
讃
・
回

気
行
、
便
一
・
五
〇
）
〔
以
上
松
野
〕

回
船
　
舶
吏
　
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
新
村
　
　
出
著

　
言
語
學
者
で
あ
る
著
者
が
近
年
世
に
著
し
た
船
舶
の
名
樗
に
回

す
る
論
文
三
篇
を
集
め
て
こ
れ
に
盗
電
を
加
へ
た
も
の
。
一
、
船

の
丸
號
、
二
、
八
幡
船
考
、
三
、
蘭
般
エ
ラ
ス
ム
ス
丸
ε
貨
落
丁

第
一
篇
に
於
て
は
船
の
丸
鏡
が
慮
永
二
、
五
、
二
五
書
足
利
義

持
の
御
教
書
を
初
見
ミ
す
る
こ
ε
、
黙
黙
よ
り
器
物
を
入
絡
化
し

愛
用
の
意
味
を
含
め
て
丸
¶
こ
構
す
る
風
起
り
し
事
船
舶
の
丸
號
も

そ
の
剛
例
な
る
こ
ミ
を
説
き
第
二
篇
は
八
幡
の
意
義
に
つ
き
諸
詮

を
あ
げ
て
研
究
し
最
後
の
篇
は
近
々
有
名
Σ
な
れ
る
足
利
在
龍
江



院
の
か
て
き
様
ミ
辮
す
る
木
像
を
み
、
の
名
望
よ
り
研
究
せ
る
も
の

で
あ
る
。
著
者
の
精
密
な
る
考
難
癖
は
趣
味
豊
な
，
る
筆
致
ざ
相
鶴

っ
て
讃
者
に
あ
る
こ
・
ろ
よ
さ
を
傳
へ
る
装
藤
亦
之
に
合
っ
て
み

る
。
（
四
六
判
二
一
○
与
論
、
僧
酔
罵
・
二
〇
、
｛
昂
仁
摩
山
比
閣
獲
行
）
〔
肥

後
〕　

　
⑲
明
芝
之
歓
化
美
術
及
羅
馬
宇
注
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
京
輔
仁
大
學
景
印
本

　
明
末
の
名
墨
工
程
大
約
宇
は
幼
博
は
，
そ
の
懸
字
の
聖
君
房
を

以
て
世
に
知
ら
る
・
人
で
あ
る
が
，
そ
の
著
の
程
氏
墨
差
は
四
庫

全
書
編
纂
の
時
、
既
に
そ
の
一
部
分
を
省
き
し
も
の
か
、
彼
の
集
な

る
幼
榑
集
を
程
大
約
撰
ミ
し
程
氏
蓬
苑
を
母
君
母
艦
S
し
て
、
爾

人
の
著
の
如
く
無
籍
全
書
四
目
提
要
に
掲
ぴ
ら
れ
た
程
で
あ
る
。

此
の
通
行
本
の
程
靴
墨
苑
単
三
に
は
利
砺
蜜
贈
文
の
一
篇
は
見
ゆ

み
が
、
巻
六
下
三
十
五
葉
以
後
に
あ
り
し
西
洋
宗
敏
塾
四
幅
芝
そ

の
浮
説
三
篇
ε
は
、
之
を
全
部
融
け
る
も
の
、
或
は
そ
の
中
の
圖

誰
の
冶
傍
の
羅
、
馬
字
注
音
を
闊
け
る
も
の
も
あ
り
て
、
之
は
恐
ら

く
は
清
朝
に
天
主
教
を
懸
口
せ
る
時
削
除
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
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う
。
然
る
に
近
頃
珍
ら
し
く
も
通
縣
の
王
氏
鳴
多
難
の
藏
本
の
中

に
そ
の
全
部
を
存
せ
る
も
の
が
獲
見
せ
ら
れ
、
稀
概
の
史
料
ミ
し

て
民
國
十
六
年
九
月
師
ち
昨
年
九
月
に
北
京
輔
仁
大
仁
に
て
景
印

せ
ら
れ
た
。
此
濾
に
紹
介
す
る
本
書
は
則
ち
そ
れ
で
あ
る
。
申
す

迄
も
な
く
程
氏
墨
苑
は
天
地
人
物
儒
三
道
の
六
集
に
分
た
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
通
行
本
に
は
繹
道
を
縞
黄
ミ
し
て
あ
り
、
而
し
て

天
圭
敏
は
も
ε
縞
黄
部
の
後
に
編
入
し
て
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の

天
主
教
の
部
に
此
の
西
洋
宗
教
霊
四
堰
ミ
利
瑠
贅
撰
の
（
甲
）
信
而

要
垣
疑
鞘
師
沈
篇
、
（
乙
）
二
輝
輝
實
郎
捨
革
鎧
篇
，
（
丙
）
単
色
磯

氣
自
性
天
火
篇
の
三
文
が
編
入
せ
ら
れ
て
あ
っ
た
筈
で
あ
る
が
、

削
除
せ
ら
れ
て
復
た
見
る
能
は
す
、
偶
支
王
氏
鳴
海
豊
本
が
そ
の

完
壁
を
今
日
に
傳
へ
得
た
課
で
あ
る
。
三
篇
の
文
は
三
幅
の
宗
教

叢
の
解
文
で
あ
る
。
そ
の
最
も
學
者
の
興
味
を
惹
く
鮎
は
景
印
す

る
所
の
白
丁
）
餌
薬
購
幼
博
程
勝
越
ε
共
に
合
計
四
篇
の
文
の
各
々

が
何
れ
も
漢
丈
の
右
傍
に
羅
馬
字
を
以
て
漢
字
の
支
那
音
を
注
せ

る
こ
ε
で
、
そ
の
中
に
は
蜜
ミ
賓
S
を
混
同
幌
し
て
共
に
6
無
の

音
ε
せ
る
様
な
誤
も
見
受
け
ら
れ
る
が
，
（
乙
）
（
丙
×
丁
）
の
三
篇

に
は
何
れ
も
萬
暦
三
十
三
年
歳
次
乙
巳
臓
月
朔
撰
文
の
年
紀
あ
れ
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